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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月22日(2011.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成分(Ａ)、(Ｂ)、(Ｃ)及び(Ｄ)を含有する水性洗浄剤組成物。
　(Ａ)ポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸又はその塩
　(Ｂ)オクタナール、2-エチルオクタナール、ノナナール、デカナール、ウンデカナール
及びドデカナールから選ばれる脂肪族アルデヒド
　(Ｃ)テルペン系香料化合物
　(Ｄ)イソダマスコン、ローズオキサイド、ジフェニルオキサイド及びエチル2-ｔ-ブチ
ルシクロヘキシルカーボネートから選ばれるローズ調香料化合物
【請求項２】
　成分(Ｂ)と成分(Ｃ)の質量比が、(Ｂ)：(Ｃ)＝500：１～１：1000である請求項１記載
の水性洗浄剤組成物。
【請求項３】
　成分(Ｄ)と成分(Ｃ)の質量比が、(Ｄ)：(Ｃ)＝１：100000～１：10である請求項１又は
２記載の水性洗浄剤組成物。
【請求項４】
　成分(Ａ)を含有する水性洗浄剤組成物において、成分(Ａ)の製造工程に由来する基剤臭
の原因成分である成分(Ｂ)を、成分(Ｃ)及び成分(Ｄ)によりマスキングする方法。
　(Ａ)ポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸又はその塩
　(Ｂ)オクタナール、2-エチルオクタナール、ノナナール、デカナール、ウンデカナール
及びドデカナールから選ばれる脂肪族アルデヒド
　(Ｃ)テルペン系香料化合物
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　(Ｄ)イソダマスコン、ローズオキサイド、ジフェニルオキサイド及びエチル2-ｔ-ブチ
ルシクロヘキシルカーボネートから選ばれるローズ調香料化合物
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